
呉医療センターで診療を受けられる皆様へ     
当院では、下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、情報を研究目的に利用されることを希望されない場合は、下記の

問合わせ先にご連絡ください。 

 

① 該当者 2024年 4月 1日～2024年 10月 31日の期間に当院にて脳卒中と診断され、治療を受けた患者

さん 

② 研究課題名 当院の脳卒中患者における転帰先に関連する因子の検討 

③ 実施予定期間 2025 年 5 月 ～ 2026 年 3 月 

④ 実施機関 国立病院機構呉医療センター 

⑤ 研究代表者 氏名 山崎 琢磨 所属 呉医療センター リハビリテーション科、整形外科 

⑥ 当院の 
研究責任者 

氏名 山崎 琢磨 所属 呉医療センター リハビリテーション科、整形外科 

⑦ 使用する試料・

情報 

収集するする診療情報は下記の通りです。 

転帰先、年齢、性別、入院前ｍRS（日本語版 modified Rankin Scale）、入院前居住場所、同居者の

有無、病型、損傷側、損傷部位、障害灌流領域（前方灌流、後方灌流）、入院時 NIHSS(National 

Institutes of Health Stroke Scale)、在院日数、発症日からのリハビリ開始日数、入院時血清アルブミ

ン値、入院時総蛋白、リハビリ開始時 Brunnstrom Recovery Stage(上肢、手指、下肢)、高次脳機能

障害の有無、藤島式嚥下グレード 

※上記診療情報は、研究終了後 5年間もしくは、研究結果の公表後 3年間のいずれか長い期間ま

で厳重に保管され、その後適切な方法で破棄されます。 

診療情報は当院の研究担当者が情報を取り扱い適切に保管します。 

⑧ 目的 急性期病院において発症早期に転帰先を予測することは在院日数の短縮や個別性の高いリハ

ビリテーションを実践するうえで重要となります。そこで、発症早期の脳卒中患者さんにおけ

る転帰先に関連する因子について病型や属性、機能評価などの項目から検討し明らかにするこ

とで今後の退院支援を円滑に行うことが可能となると考えています。 

⑨ 方法 当院において①の期間に脳卒中の診断にて入院された患者さんを対象にして、診療情報及びリハ

ビリテーション記録から⑦に記載している項目を抽出しデータ分析を行います。 

⑩倫理審査 倫理審査委員会承認日 2025 年 5 月 19 日 

院長承認日 2025 年 5 月 19 日 

⑪公表 個人情報は保護したうえで、研究成果を学会や医学論文などに発表することがあります。 

⑫プライバシー 本研究では、名前・住所・電話番号等の個人情報は一切使用しません。 

⑬知的財産権 将来、この研究の成果が得られ、知的財産権が生じる可能性もありますが、その権利は研究者もしくは

所属する研究機関に帰属します。 

⑭利益相反 本研究では、利害の衝突は一切生じません。 

⑮問い合わせ 連絡先 山本 雅 電話 0823-22-3111（代表） 

国立病院機構呉医療センター リハビリテーション科 理学療法部門 

                               呉医療センター院長 


